
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視覚的表現のイメージ 

参 考 

建物内の人の動線や室の位置関係・ゾーニングの考

え方などについての説明文を補足するための平面

イメージ図。 

必要な範囲で建物の形状、建物内の機能別のゾー

ンや交通部分（階段及びエレベーターを含む。）の

位置・形状が表現されていてよい。また、説明文を

補足するために必要となる範囲で、一部の具体的な

室が表現されていてもよい。 

景観への配慮、街並みとの調和等、建物の外観に係る要

素が評価テーマとされる場合、建物や、建物と周辺環境

との関係の考え方などについての説明文を補足するた

めの外観イメージ図。 

建物の配置やボリュームが表現されていてよい。簡

易なファサードの表現がされていてもよい。 

敷地内の人や車の動線や建物の配置・ゾーニングの考え

方などについての説明文を補足するための配置イメー

ジ図。 

一定の尺度で建物の形状が表現されていてよい。周辺

地域が表現されていてもよい。 


